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あ
な
た
も
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

佐
渡
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
長　

本
間
吉
昭
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

佐渡ライフセービングクラブ
会長 本間 吉昭 さん

　
　佐和田地区出身。教員として活躍され、
同時に第 3 回佐渡国際トライアスロン
大会から出場。選手として参加する一方
で、2013 年に「佐渡ライフセービング
クラブ」を設立。設立当初から会長を
務め、今年でクラブは 9年目を迎える。

■
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と
は
？

　

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
は
、
水
辺
の
事
故

を
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
あ

り
、
海
や
プ
ー
ル
で
楽
し
む
人
々
が
、
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
「
事
故
を
防
止
す
る

活
動
」「
監
視
活
動
」「
救
命
活
動
」
な
ど

に
携
わ
る
公
益
性
の
あ
る
活
動
の
こ
と

で
す
。

■
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の

　
　
　
　
　
役
割
・
活
動
内
容

　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
と
い
う
と
、「
溺
れ

て
い
る
人
を
助
け
る
救
助
員
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
で
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
救
助
・

救
命
活
動
自
体
で
な
く
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
と
い
う
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
毎
年
、
佐
和
田
海
水
浴
場
で
「
海
の

日
フ
ェ
ス
」
に
参
加
し
て
、
海
の
知
識
を

伝
え
た
り
、
海
岸
で
け
が
を
し
な
い
よ
う

に
美
化
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
教
室
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

海
で
遊
ぶ
た
め
に
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

教
室
を
通
じ
て
、
海
の
危
険
を
知
り
、
命

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
佐
渡
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」
と
「
佐
渡
国
際
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
の
運
営
に
協
力
し
て

お
り
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

■
「
佐
渡
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ

ミ
ン
グ
」
「
佐
渡
国
際
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
」で
の
活
動
は
？

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
す
る

こ
の
２
つ
大
会
で
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。
ス
イ
ム
競
技
は
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
人
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
選
手
た
ち
が
安
心
し
て
競
技
で
き
る

の
も
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
存
在
が
あ
る

か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会

は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
な
し
で
は
開
催
で

き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
縁
の
下
の
力
持

ち
と
し
て
競
技
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
佐
渡
の
メ
ン
バ
ー
（
会
員
）

だ
け
で
は
不
足
し
て
い
る
た
め
、
約
半
数

は
島
外
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
の
方
々
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。
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　 佐渡ライフセービングクラブ
　　メンバー（会員）を募集しています！
　現在、クラブの会員数は 25人で、10代から 60代までの
男女、さまざまな職業の方が会員になっています。「佐渡オー
プンウォータ―スイミング」「佐渡国際トライアスロン大会」
などのライフセービングを佐渡のメンバー（会員）だけでで
きることを目指しています。ライフセービングは、老若男女や
体力に自信がないなど関係なく、優しい心さえあれば誰でもで
きます！

　海浜での事故防止に携わる上で、自らの安全を確保し、監視・救助・救護などの安全管理に
適切に対応できる基礎的な知識と技能を身に付ける養成講習会です。
対 象 者：年齢15歳以上（中学生除く）
開 催 日：6月下旬～７月初旬（土日の6日間）
会　　場：佐渡スポーツハウス・真野長石海岸
内　　容：講習（学科）、実技（泳力）があります。
定　　員：10人
申込期限：6月 6日（日）まで
受 講 料：44,000 円

※今回、受講料の半額を佐渡ライフセービングクラブから補助する予定です。
詳しくは、佐渡ライフセービングクラブ公式 Facebook をご覧いただくか、
お問い合わせください。

佐渡ライフセービングクラブは、あなたの力を必要としています！！

お問い合わせ　佐渡ライフセービングクラブ事務局（平田）　☎ 090―5434―6540

　資格取得に必要な
　「ベーシックサーフライフセービング講習会」を実施します

佐渡ライフセービングクラブ
公式Facebook はこちらから

ライフセービングの資格は、
全国共通です。資格を活かし、
有名な海水浴場やプールなど
でのアルバイトも可能になり
ます！

高校生、
専門学生など必見！

私たちと一緒に、
　ライフセービング活動をしてみませんか

未経験者
大歓迎！



防災拠点庁舎　３階 防災拠点庁舎　２階
【 庁舎平面図 （基本設計より） 】

パブリックコメントではこんなご意見もありました。

現在の庁舎は手狭で廊下や執務室内に物が置いてあるため、災害時などの避難の妨げになる。
新庁舎建設によりスペースを確保し、是正してほしい。

お問い合わせ　企画課新庁舎整備係　☎６３―３８０２

防
災
拠
点
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て

議場を中心に議会関連諸室をコンパクトに
配置します。また、会期中以外は、各委員
会室などを会議室として活用します。

議場の外でも傍聴できるモニター
スペースを設置します。

吹抜を設けることで、来庁者の利用が多い待合スペースに自然光を取り入
れ、階段や諸室の配置が分かりやすく、開放感のある空間をつくります。
また、自然換気と機械換気を併用し、効率的な換気機能を確保します。

受変電設備、非常用発電設備
を電気室に設置します。

災害時の一時避難受入に備え、備蓄
物資の保管ができるよう計画します。

議場は災害時の一時的な
避難スペースとして利用
できるよう計画します。

セキュリティに配慮し、市民
スペースと職員スペースを明
確に分けた配置とします。

市長室や副市長室は、
ホールから分かりやす
い場所に配置します。

高齢者や車椅子使用者に
配慮し、傍聴席にはスロ
ープを設置します。
また、車椅子使用者用傍
聴席を確保します。

防
災
拠
点
庁
舎
整
備
計
画
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
、平
面
計
画
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、防
災
拠
点
庁
舎
の
２
階
と
３
階
の
平
面
図
で
す
。

　現在、本庁舎の職員一人当たりの面積は約１０㎡で、国の基準を大幅に下回っている状態ですが、防災拠点
庁舎を建設することで、職員一人当たりの面積を約１８㎡とする計画です。これにより、市民スペース・プラ
イバシーの確保や防災危機管理スペースの設置が可能になります。

議場を一時避難所にするならフラットにするべき。また、机などは可動式で瞬時に避難場所
としてスペースの確保が可能なのか。

　議場の床は、災害時の活用内容を考慮し段差のない計画とします。傍聴席のみ一段高くする設定としてお
り、災害時には、机・椅子などをすぐに移動し、高齢者や妊産婦、障がいを抱える方、小さなお子さまをお連
れの方などが一時的に避難できるスペースを確保する計画です。

≪防災危機管理スペース≫
【目的】
　災害対応の司令塔として、緊急時には国、県、消防署、各支所・行政サービスセンターなどと連
携しながら、迅速かつ的確に現場把握、情報収集、指揮命令を行うために、災害対策本部を設置し
ます。

【配置】
・災害対策本部を置く大会議室に防災関連の部署と機器室を隣接させ、災害などが起きた際に素早
く、効率的に対応できるようにします。
・市長室・副市長室は、災害時に防災危機管理スペースと一体的に機能することや他部署との連携
のしやすさを考慮し、２階に配置します。
・会議室Ａ・Ｂ・Ｃ の３部屋は、災害対策本部（大会議室）と連係でき、打合せの規模や状況に応
じた柔軟な使い方ができるよう配置します。

【通常時】
　大会議室は、可動間仕切り（※）により庁議や記者会見、研修、会議などの規模に応じた広さで
利用できる仕様にします。

電気室

会派室①

会派室②

会派室③

会派室④

会派室⑤ モニター室

倉庫
控室 倉庫 書庫

湯沸
室

会派室⑥

会派室⑦

会派室⑧

会派室⑨ 応接室 執務室

エレベーター

モニター
傍聴スペース

議会
図書室

第1委員会室

現庁舎
３階フロアへ

現庁舎
２階フロアへ

第2委員会室 情報処理室

ロッカー室 ロッカー室

書庫・倉庫 倉庫

会議室

《防災危機管理スペース》

作
業
室 会議室

大会議室

（会議室）

防災関連
機器室

執務室

倉庫

エレベーター
吹抜

会議室会議室会議室市長室

応接室

来客用待機室

副市長室

ホール
待合ホール

受付カウンター

執務室

（会議室）

会議室

ＡＢＣ

書庫湯沸
室

第3委員会室

傍聴席
議場

一般席(38席)
車椅子(2～3席)

正副議長室

職員用ＷＣ

ＷＣ

※可動間仕切り

ＷＣ
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す
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令和３年度当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算　455 億 4,000 万円
令和２年度当初予算比　　＋10億 3,707 万円（＋2.3％）

≪予算編成のポイント≫
　新型コロナウイルス感染症の動向を注視しつつ、財源確保の徹底や歳出の見直しを行った一方で、老朽化に伴う公共
施設等の維持管理・更新や地域医療の確保などの喫緊の課題に対応するとともに、重点施策として掲げる事業を集中的
に取り組みます。

　その他自主財源には、諸収入(9億840万円)、使用料及び手
数料（6億1,341万円）などがあります。
　その他依存財源には、地方消費税交付金（11億1,000万円）
などがあります。

　その他には、積立金（6億2,263万円）、維持補修費（5億3,300
万円）、投資及び出資金（3億5,245万円）などがあります。

◆一般会計
〈歳入〉 〈歳出〉

※１ 自主財源　市が自主的に収入することができるお金です。
※２ 依存財源　国や県から定められた額を交付されたり割り当てられたりするお金です。
※３ 義務的経費　毎年必ず必要となる固定的な支出で、削減が難しい経費です。
※４ 投資的経費　公共施設・道路・学校などの整備のために支出される経費です。

公債費
77億8,154万円
17.1%

扶助費
40億7,462万円

9.0%

義務的経費※３
198億4,120万円

43.6%

人件費
79億8,504万円
17.5%

投資的経費※４
70億7,674万円
15.5%

物件費
61億2,084万円
13.4%

補助費等
60億2,626万円
13.2%

繰出金
40億269万円
8.8%

貸付金
9億2,419万円
2.0%

歳出総額
455億
4,000万円

その他
15億4,808万円

3.5％

その他自主財源
23億9,087万円

5.2%

その他依存財源
18億3,656万円

4.0%

自主財源※１
102億4,544万円

22.5%

市 　税
48億4,453万円
10.7％

繰入金
30億1,004万円

6.6%

地方交付税
196億円
43.1%

歳入総額
455億
4,000万円

県支出金
35億8,773万円

7.9%
国庫支出金
39億2,967万円

8.6%

市　 債
63億4,060万円
13.9%

依存財源※２
352億9,456万円

77.5%

歳入の特徴　※かっこ内は前年度比 歳出の特徴　※かっこ内は前年度比

◎新型コロナウイルス感染症の影響による増減
　　○市税の減額
　　　　48億4,453万円【△2億2,529万円（△4.4％）】
　　○地方消費税交付金の減額
　　　　11億1,000万円【△1億2,000万円（△9.8％）】
　　○地方特例交付金の増額
　　　　  1億2,920万円【＋1億620万円（＋461.7％）】
　　○国庫支出金の増額
　　　　39億2,967万円【＋4億4,142万円（＋12.7％）】

◎財源対策
　　○市債
　　　　63億4,060万円【＋15億440万円（＋31.1％）】
　　○基金繰入金
　　　　29億8,637万円【△1億803万円（△3.5％）】

◎配置の見直し等による人件費の減	
　（行政改革の取組）	
	 79億8,504万円【△1億3,647万円（△1.7％）】

◎物件費の増	
	 61億2,084万円【＋4億2,043万円（＋7.4％）】

◎投資及び出資金、繰出金の増	
　　○投資及び出資金	    3億5,245万円【＋8,586万円（＋32.2％）】
　　○繰出金	 40億    269万円【＋1億1,924万円（＋3.1％）】

◎普通建設事業の増	
　　○合併特例債事業	    5億8,464万円【＋5億8,464万円（皆増）】
　　○その他普通建設事業	64億8,114万円【△4億474万円（△5.9％）】

◎新型コロナウイルス感染症対策経費の増
	    3億7,623万円【＋3億7,623万円（皆増）】
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★民生費
　高齢者、障がい者福祉や子育て支援な

どに使われるお金
★公債費
　市の借入金返済のために使われるお金
★総務費
　行政の運営や市税の徴収、広報紙の発

行などに使われるお金
★衛生費
　ごみ処理や保健事業などに使われるお金
★土木費
　道路や公営住宅の整備などに使われる

お金
★教育費
　学校教育の充実や生涯学習の推進など

に使われるお金
★農林水産業費
　農林水産業の振興などに使われるお金
★消防費
　防災や救急活動などに使われるお金
★その他
　議会費、労働費、商工費、災害復旧費

など

◆市債の状況
　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入
れるお金で、市の借金にあたります。

区　　　分 年度末現在高見込
令和２年度 令和３年度

一　般　会　計 532億2,223万円 520億9,899万円
特別会計 すこやか両津 2億1,544万円 1億3,988万円

公営
企業会計

水道事業 136億8,639万円 134億3,431万円
下水道事業 190億     41万円 183億4,577万円
病院事業 4,939万円 7億3,103万円

◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会
計と区分して経理する会計で、国民健康保険特
別会計など 10 会計があります。
区　　　分 令和３年度予算 前年度からの増減額

国民健康保険 58億5,400万円 △1億   800万円
後期高齢者医療 8億2,480万円 160万円
介 護 保 険 90億7,350万円 4,990万円
小 水 力 発 電 3,500万円 0万円
歌 代 の 里 4億6,420万円 △190万円
すこやか両津 6億   420万円 △3,190万円
五十里財産区 19万円 0万円
二 宮 財 産 区 333万円 △2万円
新畑野財産区 355万円 △27万円
真 野 財 産 区 336万円 1万円

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている
事業で、水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計が
あります。

区　　　分 令和３年度予算 前年度からの増減額
水
道
事
業

収益的収支※５ 収入 25億8,300万円 △1億6,004万円
支出 25億8,300万円 △1億6,004万円

資本的収支※６ 収入 14億6,056万円 2億   119万円
支出 22億   769万円 1億8,637万円

下
水
道
事
業

収益的収支※５ 収入 34億7,972万円 2,660万円
支出 34億4,441万円 3,226万円

資本的収支※６ 収入 15億4,022万円 △9,162万円
支出 22億5,452万円 △1億5,856万円

病
院
事
業

収益的収支※５ 収入 14億8,583万円 △2,146万円
支出 18億8,760万円 △6,858万円

資本的収支※６ 収入 8億4,504万円 6億8,880万円
支出 7億2,392万円 6億8,296万円

　※５　収益的収支　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。
　※６　資本的収支　将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償

　　　　　　還金などの支出とその財源となる収入です。

◆基金の状況
　基金は、市の貯金にあたります。

区　　　分 年度末現在高見込
令和２年度 令和３年度

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 60億8,238万円 46億3,165万円
減 債 基 金 14億   891万円 12億2,120万円
そ の 他 特 定 目 的 基 金 90億 　36万円 82億7,507万円
定 額 運 用 基 金 10億3,158万円 10億3,159万円

特
別
会
計

国民健康保険事業財政調整基金 1億4,089万円 1億4,089万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 3億   867万円 1億2,633万円
小水力発電所運営事業基金 3,295万円 4,118万円
特別養護老人ホーム歌代の里運営基金 1万円 1万円
五十里財産区財政調整基金 1,531万円 1,531万円
二宮財産区財政調整基金 1,364万円 1,364万円
真 野 財 産 区 基 金 266万円 266万円

◆市民一人あたりの予算の使いみち　（令和３年３月31日現在の人口52,467人で計算しています。）※かっこ内は構成比

5万円 10万円 15万円 20万円

民 生 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

農林水産業費

消 防 費

そ の 他

市民１人あたり予算　86 万 7,974 円

19万7,670円（22.8％）

14万5,454円（16.8％）

12万7,299円（14.7％）

10万2,725円（11.8％）

8万1,659円（9.4％）

8万64円（9.2％）

6万839円（7.0％）

4万845円（4.7％）

3万1,419円（3.6％）

お問い合わせ　財政課予算係 ☎６３－３１１４

7 市報さど　令和3年5月号
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　令和３年４月から地域包括支援センターの名称・
担当圏域・設置場所が変わりました。また、新たに
高齢福祉課地域包括ケア推進室に、福祉の総合相談
窓口を設置しました。

名　　称 圏　　域 設　置　場　所 連　絡　先

地域包括ケア
推進室

市全域 佐渡市千種 232番地
（市役所高齢福祉課内〔本庁舎１階〕）

☎63―3790

【福祉の総合相談窓口】
　高齢者の相談だけでなく、子どもや障がい者、経済的な困窮に関することなど、年齢や
内容を問わず、さまざまな相談に対応します。お気軽にご相談ください。

名　　称 圏　　域 設　置　場　所 連　絡　先

佐渡東地域包括
支援センター

両津 春日 1150 番地 20
（両津福祉センターしゃくなげ内）

☎23―5515

佐渡西地域包括
支援センター

相川・佐和田・
金井

河原田本町 394 番地
（佐和田行政サービスセンター内）

☎57―8152

佐渡中地域包括
支援センター

新穂・畑野・
真野

畑野甲 531番地２
（畑野母子健康センター内）

☎58―7173

佐渡南地域包括
支援センター

小木・羽茂・
赤泊

羽茂本郷 550 番地
（羽茂支所内）

☎88―3844

【市内の地域包括支援センター】
　地域包括支援センターは介護・医療・福祉などの関係機関と協力して、高齢者の皆さまが
住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、生活をサポートする機関です。
　毎日の生活の中でお困りのことがありましたら、まずはお近くの地域包括支援センターへ
ご相談ください。

※太文字・下線は、前年度から変更があった箇所です。

お問い合わせ　高齢福祉課地域包括ケア推進室　☎６３―３７９０

福祉の相談窓口のご案内
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コロナに負けるな！！佐渡市子育て・暮らし応援事業

　佐渡市子育て・暮らし応援券の引換期限と応援券
使用期限は５月３１日（月）までです。
　引き換えがお済でない方は、引換はがきに記載
された指定の郵便局へ、はがきをお持ちになり、
応援券をお受け取りください。ご利用がお済みで
ない方は、期限までに「応援券取扱登録店舗」で
ご利用ください。

お問い合わせ
社会福祉課コロナに負けるな‼子育て・暮らし応援事業担当

☎６３―５１１３

「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」で
最優秀賞と文部科学大臣賞を受賞しました！

　令和２年度「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」で最優秀賞と文部科学大臣賞を受賞
した佐和田中学校３年生（当時）中村心香さんが市役所を訪れ、受賞の報告をしました。
　作品は、新潟県の審査会で金賞（中学校の部）を受賞し、その後、日本学校歯科医会の審査会で、応
募総数１４７作品の中から最優秀賞と文部科学大臣賞を受賞されました。
　中村さんは「歯の隙間や裏側までしっかり磨いてほしい、皆さんが自分の歯で一生を過ごせたらとの
想いを込めて描きました」と笑顔で話してくれました。

お問い合わせ　市民生活課健康推進室健康増進係　☎６３―３１１５

取扱店舗情報はこちら→

取
扱
登
録
店
舗
は
、

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
！

子育て・暮らし応援券
引き換え・使用期限がせまっています！

渡辺市長と佐渡歯科医師会児玉会長に受賞の報告をしました 受賞した作品

中村さん、受賞おめでとうございます！！

引き換え・使用期限は　5月31日（月）　までです！
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　佐渡生きものKids 調査隊の卒隊式・修了式が、トキ
交流会館で行われました。
　コロナ禍で、例年通りの活動とはいかない部分が
ありましたが、隊員たちは、コロナ対策を行いながら
田植えから稲刈りまでの活動に取り組みました。この
日は、次年度に向けて苗床の土を作った後、1年間の
活動で生きものと田んぼの関係、佐渡の環境に配慮
した農業などについて振り返りました。
　最後に調査隊を卒隊する小学6年生 4人に卒隊証書、
32人の隊員たちに修了証書が贈られました。

　2015 年 4 月に就航した佐渡汽船の高速
カーフェリー「あかね」が最後の運航を迎え
ました。
　両津港中央ふ頭では、美佐渡会（市内の旅
館・ホテルの女将で構成する会）による「佐
渡おけさ」や「佐渡は世界の宝島」を踊り、
あかねを見送りました。

ありがとう！
「あかね」最後の
運航をお見送り

　「里山農業の未来デザインシンポジウム 2021」が開催され、
会場のあいぽーと佐渡のほか、オンラインでの参加も含めて
約 130 人が参加しました。
　里山の課題解決に向けたアイデアを、島内の中高生と兵庫
県姫路市の高校生が発表しました。提案の中には、学校の枠を
超えた田んぼクラブの活動や稲で作った家を体感するツアー、
そして、教育や福祉の課題解決に農業を活用するなど、斬新
で自由な発想で将来の佐渡の農業を考えていました。

充実した１年間の活動を
終えてKids調査隊を卒隊！　3/20

農業の未来を考えるシンポジウム開催

島の話題 情報 学校活動

SADO

3/20

3/21
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　市と「健康増進に関する連携協定」を
締結している明治安田生命保険相互会社
様から、新型コロナウイルス対策の社会
貢献活動の一環として、200,000 円の
寄付金をいただきました。いただいた
寄付金は、感染対策のために有効に活用
させていただきます。ありがとうござい
ました。

　冬季通行止めになっていた大佐渡スカイラ
インの開通に向け、佐渡地域振興局をはじめ、
県警、新潟交通佐渡や市が合同で、斜面の
状態や路面破損がないかなど安全確認を行い、
4月 16 日に交通止めが解除されました。
　晴れた日には、国中平野を中心に両津湾、
真野湾が一望できるスポットです。皆さん、
雄大な自然を満喫してみませんか？

大佐渡スカイライン
開通に向け安全を確認
合同パトロール

　堂林放牧場で今季最初の牛の放牧が行われ、
放牧された 49頭の牛たちは牧場内を駆け回り
牧草を食べていました。
　入牧するのはすべて母牛であり、多くの場合
に子牛が産まれる直前まで、また、閉牧までの
期間を牧場で過ごします。
　堂林放牧場のほか、経塚放牧場、坪山牧場、
二ツ岩牧場も続けて開牧しました。

春を待ちわびて
堂林放牧場開牧

温かいご支援に心より感謝
寄付金をいただきました

3/22

4/13

4/19
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今月の表紙に出ています！

Part１

　４月１日、新採用職員辞令交付式が行われ、一般職は渡辺市長より、
消防職は消防長より辞令書が手渡されました。
　今回、市民の皆さまに顔と名前を知っていただくため、これから
の佐渡市を担う新採用職員を２回に分けて、紹介します。

　採　職　紹　新　用　員　介
令和３年度

チャレンジ精神の塊

宮内  亜沙美
（みやうち あさみ）

主事

市民生活課戸籍係

112chで放送中！
「新採用職員を紹介します！」

　何事にも積極的に取り組めるところが
長所です。生まれ育った佐渡市の職員と
して、働けることを誇りに思います。こ
れから市民の皆さまの生活に寄り添い、
お役に立てるよう精一杯努力します。

日 々 挑 戦

若林 　駿
（わかばやし しゅん）

社会福祉士

社会福祉課援護係

　新入職員として、新しいことに全力で挑戦して
いきます。身体を動かすことが好きで、さまざま
なスポーツにも挑戦したいです。佐渡のために一
生懸命頑張ります。

点 滴 穿 石

尾潟  悠生奈
（おがた　ゆきな）

保健師

市民生活課健康推進室保健係

　私の好きな四字熟語で、
「小さな水滴でも長く落ち続ければ、石に
穴をあけることができる」という意味で
す。あいさつ、礼儀、明るい笑顔を心掛け、
「尾潟さんに相談したい」と思ってもらえ
る保健師になれるよう日々、業務に取り
組みます。

て ん て き せ ん せ き

出﨑 丈陽
（でさき たけあき）

社会福祉士

社会福祉課障がい福祉係

継続は力なり
　身体を動かすことが好きで、水泳やソ
フトバレーをしています。生まれ育った
佐渡に恩返しができるよう頑張ります。
市民の皆さんに寄り添い、信頼される職
員を目指します。

安藤  日向
（あんどう　ひなた）

保育士

子ども若者課両津東保育園

のんびり ゆっくり

　　人の良いところを見つける
　ことが得意でたくさん褒めま
す。どんな時も笑顔を忘れずに、
子どもからも保護者からも信頼
される先生になりたいです。

午前11時15分～
午後  8時45分～

放送日時 TV

ぜひご覧ください！

全力笑顔

石井 名奈子
（いしい ななこ）

保育士

子ども若者課吉井保育園

　とにかく明るい石井さん。いつも全
力の笑顔で、全力で子どもたちと遊びま
す。トキのように自由に大空を羽ばたけ
る、心豊かな子どもを保護者、地域の皆
さまと一緒に育てていきたいです。

笑顔と努力

野田 美和子
（のだ みわこ）

保育士

子ども若者課河原田保育園

　これまで支えてくれた方への感謝と保
育への熱意を忘れずに、自分にできるこ
とは何かを常に考え、私らしく、佐渡の
未来につながる保育をしていきたいで
す。

佐渡大好き！民謡も大好き♡

天澤 智里
（あまざわ ちさと）

保育士

子ども若者課小木保育園

　保育士という仕事で少しでも大好きな佐渡に
貢献できることを楽しみにしています。趣味で
民謡を習っているので、各地のお祭りなどで
民謡を発表して佐渡を盛り上げていきたいです。

よく見ることを
大切にしています

新宮 央江
（しんぐう あきえ）

主事

高齢福祉課高齢福祉係

　　違いや変化を素直に受け止
　　め行動するには、よく見て
　　　発見することが必要だと
　　思い、大切にしています。
　　さまざまな面や角度から佐
　渡を知り、より広く多くの市
民の皆さまのニーズに気付き、
提案しながら日々の仕事に取り
組みます。

マスターチルドレン

水井 希望海
（みずい のぞみ）

保育士

子ども若者課梅津保育園

　子どもたちと同じ目線に立ち、ともに
成長し、ともに笑い合う保育が出来るよ
う、常に笑顔でたくさんの方に愛してい
ただけるような職員を目指します。

笑顔と元気

藤井 能英
（ふじい よしえ）

保健師

両津支所福祉保健係

　とにかく、いつでも笑顔を心掛け
ています。また、悩むことや辛いこ
とがあっても、ご飯を食べれば元気
になります。保健師として、皆さま
の健康を支えていけるよう、一生懸
命頑張ります。

にこにこポジティブ

遠藤 百華
（えんどう ももか）

保健師

羽茂支所福祉保健係

　何事もポジティブに考え、取り組んでいけるのが私の魅
力です。常ににこにこ前向きに、自分の笑顔で周りにいる
人も自然と笑顔にできるような、温かくて優しい職員にな
りたいです。
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重里の道も
一歩から

川邊 浩也
（かわべ ひろや）

主事

世界遺産推進課
世界遺産登録推進係

　島外出身で、何事も新鮮な
目で見ることができます。持
ち前の明るさで、佐渡の皆さ
まに愛されるような職員にな
れるよう、コツコツ頑張りま
す。

まっすぐ努力

坂口 　爽
（さかぐち さや）

主事

農業政策課生産振興係

　幼い頃から剣道をしていたので、体力
や粘り強さには自信があります。一つ一
つの仕事に全力で取り組み、安心して仕
事を任せてもらえるよう努力します。

何事にも一生懸命

神田 真由子
（かんだ まゆこ）

主事

観光振興課交流イベント推進室
イベント推進係

　佐渡のことをよく理解し、学び続
ける職員を目指します。佐渡がもっ
ている素晴らしい魅力を全国に発信
できるよう、一生懸命 PRします。

日々前進

渡部 　優
（わたなべ ゆう）

土木技師

建設課建設係

　人と人とのつながりを大切にし、市民の
皆さまの声を第一に考え、気軽に相談でき
るような職員になりたいです。住みよいま
ちづくりを目指し、何事にも全力で取り組
みます。

全力あいさつ

林　 栄史
（はやし えいじ）

主事

上下水道課下水道総務係

　相手のつらいことや不安なことを
吹き飛ばせる笑顔とあいさつをする
ことができます。佐渡の皆さまが気
軽に相談できるような職員になれる
よう日々、全力で取り組みます。

有言実行

計良田　駿
（けらた しゅん）

主事

社会教育課社会体育係

　何事も最後までやり抜く力が私のア
ピールポイントです。どんな業務でも
全力で取り組み、一つ一つの行動に責
任を持ち、市民の皆さまのために尽力
していきます。

心を込めて

近藤 奈央
（こんどう なお）

主事

農林水産課国営・県営事業係

　人の話をよく聞くように心掛けていま
す。市民の皆さまの相談ごとなども親身に
なって応えられるよう頑張ります。相手の
ことを考え、率先して行動を起こせるよう
な職員を目指します。

今月の表紙に
出ています！

紹介できなかった新採用職員は、
次号で引き続き紹介しますので、

お楽しみに！

相手の
立場に立って

藤田 祐基
（ふじた ゆうき）

主事

教育総務課施設管理係

　大学卒業後、一般企業で仕事を
してきた経験と知識を活かし、市
民の皆さまがより誇れる佐渡にな
るよう努力していきます。

誠心誠意

北村 　樹
（きたむら いつき）

消防士

消防本部総務課

　消防業務において高い技術や多くの知
識を身に付け、さまざまな分野、現場で
活躍し、助けを求めている方が少しでも
安心できるように寄り添い、思いやりを
持って行動できる消防士になります。

一期一会

佐藤 悠大
（さとう ゆうだい）

消防士

消防本部総務課

　私のアピールポイントは、人と関わ
ることが好きなところです。これから
たくさんの方々と関わる機会が増える
ので、一つ一つの出会いを大切にして
いきたいです。

健康第一

田中 慎一
（たなか しんいち）

消防士

消防本部総務課

　佐渡金銀山、田園風景、海岸
など豊かな自然が多くある佐渡
が好きです。市民の皆さまの安
心安全を守るため、精一杯頑張
ります。

仲間と努力
池野 瑛智

（いけの あきとし）
消防士

消防本部総務課

　９年間野球を続け、仲間の大切さや目標を持ち努力するこ
との大切さを学びました。その経験を活かし、市民の皆さま
から信頼される消防士を目指します。若い力でより佐渡が住
みよいまちになるよう頑張ります。

質実剛健
引野 大地

（ひきの だいち）
消防士

消防本部総務課

　困った時には、引野。と言われるように、消防に関
する知識をしっかりと身に付けるとともに、体力面も
鍛えていきたいです。市民の皆さまから愛され、信頼
される消防士になれるよう、頑張ります。

総務課広報戦略室広報広聴係
☎ 63―5139

お問い合わせお問い合わせ
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募
　
集

初
心
者
向
け

原
木
乾
し
い
た
け
生
産
技
術

講
座
受
講
生
募
集

　

初
歩
的
な
生
産
技
術
を
学
べ
る
座
学
・

実
習
を
年
数
回
行
い
ま
す
。

�

新
規
就
業
や
作
目
拡
大
を
図
る
た
め
、

新
た
に
原
木
乾
し
い
た
け
の
生
産
を
は

じ
め
た
い
方
・
は
じ
め
て
間
も
な
い
方

※
自
家
消
費
の
み
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

５
月
24
日
（月）

�

佐
渡
農
業
振
興
連
絡
会
き
の
こ
振
興
会

事
務
局
（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
林
業
振

興
課
）　

☎
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―
３
４
６
４

厚
生
労
働
省
建
設
労
働
者
育
成
支
援
事
業

第
一
回
建
設
土
木
多
目
的

コ
ー
ス
受
講
生
募
集

　

建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
が
無
料

で
取
得
で
き
る
建
設
土
木
多
目
的
コ
ー
ス

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
期
間

　

６
月
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日
（月）
～
７
月
30
日
（金）

（
一
社
）
北
陸
建
設
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カ
デ
ミ
ー
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胎
内
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川
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）
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現
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の
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建
設
業
の
仕
事
に
役
立
つ
資
格
取
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習
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整
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搬
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積
込
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落
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。
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０
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介
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５
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係

　

☎
67
―
７
９
４
４

有

料

広

告

若い力でお手伝い！
力仕事、高所作業は

人力車にお任せください！

よろずサービス 人力車

農 事 ハウスクリーニング
・リフォーム●草刈、他

伐 木
●木竹の伐採、他

●住宅補修全般
●片付け、他

緑と生きる いいねを創る ㈱A.Kグリーンプランニング
佐渡市三瀬川628 ☎０２５９－６３－４５６１

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
「
市
報

さ
ど
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
広
報
戦
略
室

　
広
報
広
聴
係
　
☎
63
―
５
１
３
９
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

定
期
露
店
市（
新
穂
五
日
市
）

の
開
催
場
所
が
変
わ
り
ま
す

　

毎
月
５
日
に
開
催
し
て
い
る
新
穂
五
日

市
の
場
所
が
、
新
穂
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
旧
新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
車
で
ご
来
場
さ
れ
る
方
は
、
路

上
で
は
な
く
、
敷
地
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課
産
業
振
興
室
産
業
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

公営住宅の入居者を募集します
　　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構　造 間取 月額家賃（円）

両津

白山第１住宅（3階） 1 H16 耐火構造４階建て 2LDK 23,900 ～ 46,900

大野第 1住宅（2、3階） 2 H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,400 ～ 49,800

大野第 2住宅（1、2、3階） 6 H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000

金井 千種西下住宅（2階） 1 H15 木造２階共同建て 2LDK 23,600 ～ 46,300

真野 新町団地 2 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

小木 木野浦住宅 1 H8 木造２階共同建て 2LDK 36,000

 5 月 31 日（月）　午後 5時　入居予定　6月下旬
・  建設課住宅・都市計画係　☎６３―５１１８
　　 各支所産業建設係、各行政サービスセンター地域支援係

１９８１年５月に、中国でトキが再発見されました。
再発見された場所は次のうちどこでしょう？
１　浙江省德清県　２　甘粛省康県　３　陝西省洋県 
    ※正解は22ページで発表します。

トキのことどれだけ分かる？ 知っトキ！クイズ

農業政策課トキ・里山振興係　☎２４―６５５０

せっこうしょうとくせいけん せんせいしょうようけんかんしゅくしょうこうけん

国府川

トキのむら
元気館

両津真野赤泊線←至畑野方面

至両津方
面→

新 新穂行政
サービスセンター

新穂就業改善センター　　　　
（令和３年３月5日まで）

旧 新穂行政サービス
センター跡地
（令和３年4月5日から）〒

五日市開設場所変更図

佐渡縦貫線
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

４
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

新
任　

川
原　

晴
夫

　
　
　

野
﨑　

克
裕

※
敬
称
略

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
身
の
回
り
で
起
き
た
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

不
妊
治
療
の
通
院
に
か
か
る
助
成

費
用
の
一
部
を
拡
充
し
ま
し
た

　

不
妊
治
療
の
た
め
、
市
外
の
医
療
機
関

の
通
院
に
か
か
っ
た
治
療
費
、
交
通
費
に

加
え
、
宿
泊
に
要
し
た
費
用
の
一
部
も
助

成
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

�

宿
泊
費
の
申
請
は
、
宿
泊
施
設
が
発
行

す
る
領
収
書
、
ま
た
は
、
宿
泊
費
料
金

を
払
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

☎
63
―
３
１
１
５

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

両
津
地
区　
　

金
子　

奈
智
子

相
川
地
区　
　

馬
込　

正
彦

佐
和
田
地
区　

須
藤　

明

金
井
地
区　
　

渡
邉　

日
出
子

新
穂
地
区　
　

松
井　

育
子

畑
野
地
区　
　

中
嶋　

羊
一

真
野
地
区　
　

羽
生　

満
枝

小
木
地
区　
　

赤
塚　

博
明

羽
茂
地
区　
　

小
橋　

敞
膺

赤
泊
地
区　
　

臼
杵　

一
男

※
敬
称
略

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
国
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
、
解
決

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
の

橋
渡
し
を
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
課
金
井
地
区
支
援
室
地
域
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

５
・
６
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

赤
十
字
の
活
動
は
、
自
治
・
町
内
会
を

通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
く
協
力
金
（
活
動
資
金
）
や
、
企
業
や

団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
被
災
地
へ
の

医
療
チ
ー
ム
派
遣
、
毛
布
や
日
用
品
な
ど

の
救
援
物
資
の
配
布
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
傷
の
手

当
の
講
習
会
の
実
施
の
ほ
か
、
新
潟
県
支

部
独
自
の
事
業
と
し
て
新
入
学
児
童
に
黄

色
い
交
通
安
全
帽
の
無
償
配
布
を
県
、
市

と
三
者
の
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る

赤
十
字
活
動
が
継
続
し
て
行
え
る
よ
う
活

動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
佐
渡
市
地

区
（
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
）

　

☎
63
―
５
１
１
３

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生
活
上
の
悩
み

ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
・
支
援
や
行
政

機
関
等
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
、
２
１
７
人
の
委
員
が
活
動
し

て
お
り
、
お
住
ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
担

当
委
員
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
を
専
門

的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
い
ま
す
。

　

相
談
の
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
担
当
委
員
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

民生委員・児童委員のマーク

事業所・企業の皆さまへ

令和３年経済
センサス活動
調査にご協力
ください
　経済センサス活動調
査（６月１日現在）は、
すべての事業所と企業
を対象とし、売上高な
ど経済項目の把握を目
的に行うものです。
　調査は５月下旬ごろ、
調査員がお伺いして配
布するほか、一部の事
業所と企業には郵送し
ますので、ご協力をお
願いします。
�地域振興課地域振興
係（統計担当）
　☎６３－３２３２
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住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
ま
す
か
？

　

建
物
火
災
は
前
年
と
比
べ
半
減
し
て
い

ま
す
が
、
建
物
火
災
の
う
ち
、
住
宅
火
災

が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
火
災
を
発
見

し
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
月
に
１

回
ボ
タ
ン
を
押
す
ま
た
は
紐
を
引
き
正
常

に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

古
い
電
気
製
品
の
劣
化
に
注
意

　

主
な
出
火
原
因
は
、
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー

ブ
・
煙
突
な
ど
の
燃
焼
機
器
や
電
気
製
品

で
す
。
出
火
に
至
る
要
因
は
、
燃
焼
機
器

で
は
付
近
の
物
に
熱
が
過
度
に
伝
わ
り
火

災
が
発
生
し
、
電
気
製
品
で
は
古
い
製
品

の
配
線
が
劣
化
し
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
製
品
取
扱
説
明
書
の
注
意
事
項
・
使

用
法
を
守
り
、
お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
の
火
災
発
生
状
況

　

火
災
件
数
は
19
件
と
前
年
に
比
べ
９
件

減
少
し
ま
し
た
。
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

２
人
と
前
年
の
３
人
か
ら
減
少
し
て
い
ま

す
。
特
に
車
両
火
災
が
例
年
に
比
べ
多
く

発
生
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
51
―
０
１
２
３

佐
渡
農
業
協
同
組
合
と
地
域
見
守

り
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
は
じ
め
、
障
が
い
を
持
つ
方
、

子
ど
も
た
ち
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
目
で

見
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
渡
農

業
協
同
組
合
と
市
は
、
地
域
見
守
り
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
業
務
、
営
業
活
動
の
範
囲
内
で

「
い
つ
も
と
違
う
」「
何
か
お
か
し
い
」な
ど

の
異
変
を
発
見
し
た
時
に
、
速
や
か
に
関

係
機
関
へ
連
絡
し
、
必
要
な
支
援
や
対
応

に
つ
な
げ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

普
通
救
命
講
習
会

５
月
23
日
（日）　

午
後
１
時
～

佐
渡
市
防
災
セ
ン
タ
ー

１
講
習　

午
後
４
時
ま
で

　

�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

　

２
講
習　

午
後
５
時
ま
で

　

�

１
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上

10
人

５
月
21
日
（金）

・

中
央
消
防
署
救
急
係

　

☎
51
―
０
１
２
２

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

�

県
が
指
定
す
る
協
力
動
物
病
院
で
不
妊

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
、
手
術
費
用
を

支
払
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額　

オ
ス　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

メ
ス　

１
０
，
０
０
０
円

※
手
術
費
用
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場
合
は

実
費
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
31
日
（木）
ま
で

�

申
請
前
に
手
術
を
行
っ
た
場
合
は
、
補

助
対
象
外
で
す
。
申
請
期
間
内
で
も
予

算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了
し
ま

す
。

・

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
３
９
９

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）と
自

動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

は
５
月
31
日
（月）
で
す

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
と
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
５
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
市
民
税
係　

☎
63
︱
５
１
１
０

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
関
す
る
こ
と

　

県
佐
渡
地
域
振
興
局
収
税
課

　

☎
74
―
３
３
１
０

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

申
請
期
間
が
６
月
30
日
（水）
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た

め
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申

請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

�

納
税
通
知
書
、
車
検
証
ま
た
は
標
識
交

付
証
明
書
、
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免

許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
、
減
免
申
請
書
を
お
持
ち

の
上
、
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
６
月
30
日
（水）
ま
で
に
市
役
所
税
務

課
（
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

�

納
税
通
知
書
は
、
５
月
中
旬
に
発
送
予

定
で
す
。

税
務
課
市
民
税
係　

☎
63
―
５
１
１
０
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

濱
田
守
太
郎
翁
生
誕
１
２
１
年
記
念

文
弥
人
形
に
関
す
る
ゲ
ス
ト
対
談
・

上
映
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す

　

佐
渡
に
伝
わ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
佐
渡
文
弥
人
形
芝
居
に
携

わ
っ
た
濱
田
守
太
郎
氏
の
記
念
会
を
開
催

し
ま
す
。

６
月
３
日
（木）　

午
後
０
時
45
分
～

静
海
荘
（
真
野
新
町
１
５
７
）

�

ゲ
ス
ト
対
談
（
木
下
安
良
、池
田
昌
子
）、

茶
話
会
、
上
映
会
（「
百
歳
ま
で
現
役

だ
っ
ち
ゃ
」）な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略

35
人

�

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・

蘭
の
曾
（
木
村
）

　

☎
０
８
０
―
２
０
８
８
―
６
９
２
６

新
潟
県
外
に
お
住
ま
い
の
方
へ

引
越
費
用
を
支
援
し
ま
す

　

５
年
以
上
新
潟
県
外
に
お
住
ま
い
の
方

が
佐
渡
市
に
転
入
し
た
際
の
引
越
費
用
を

支
援
し
ま
す
。

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

・�

新
潟
県
外
に
５
年
以
上
居
住
し
て
い
た

方
で
、
令
和
３
年
３
月
１
日
以
降
佐
渡

市
へ
転
入
し
た
方

・�

申
請
日
時
点
で
満
年
齢
の
合
計
が
80
歳

未
満
の
夫
婦
世
帯
、
満
年
齢
が
40
歳
未

満
の
単
身
者
、
ま
た
は
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り
親
世
帯

・�
公
務
員
、
進
学
ま
た
は
転
勤
に
伴
い
、

転
入
し
た
方
で
な
い
こ
と　

な
ど

助
成�

額　

５
万
円
（
た
だ
し
、
引
越
業
者

に
支
払
っ
た
費
用
が
10
万
円
以
上
の

方
が
対
象
）

※
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了
し
ま
す
。

�

転
入
後
１
年
以
内
に
市
役
所
移
住
交
流

推
進
課
（
第
２
庁
舎
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

移
住
交
流
推
進
課
移
住
交
流
推
進
係

　

☎
67
―
７
１
５
３

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す

　

地
域
活
動
団
体
な
ど
が
提
案
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
事
業
で
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
し
、
市
内
で

活
動
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
と
補
助
率

①�

地
域
課
題
の
解
決
や
交
流
な
ど
を
深
め

る
た
め
に
必
要
な
地
域
活
動
を
促
進
す

る
事
業
お
よ
び
自
治
会
や
集
落
が
所

有
・
管
理
し
、
地
域
活
動
の
推
進
に
必

要
な
物
品
の
修
繕

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

②�

自
治
会
や
集
落
な
ど
で
管
理
し
て
い
る

施
設
、
そ
の
周
辺
設
備
を
修
繕
し
、
地

域
活
動
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
事

業

　

補
助
率　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
①
②
と
も
に
、上
限
額
50
万
円
、下
限
額
５
万
円

�

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

地
域
支
援
係
（
金
井
地
区
は
総
務
課
金

井
地
区
支
援
室
）

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
経
費
は
原
則
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日
（木）
ま
で

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
な

ど
を
支
援
し
ま
す

交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
な

ど
を
支
援
し
ま
す

�

事
業
開
始
の
20
日
前
ま
で
に
市
役
所
総

務
課
（
本
庁
舎
２
階
）
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

12
月
28
日
（火）

姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
の
埼
玉
県
入
間
市
や
東
京
都

国
分
寺
市
と
の
友
好
を
深
め
る
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

�

市
内
在
住
者
な
ど
10
人
以
上
で
構
成
し
、

市
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

�

次
の
交
流
事
業
に
係
る
交
通
費
や
宿
泊

費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で
補

助
し
ま
す
。

・
受
入
事
業　

子
ど
も
交
流

・
派
遣
事
業　

子
ど
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
交
流

市
外
の
地
域
活
動
団
体
と
の
交
流
事
業

�

市
内
在
住
者
な
ど
15
人
以
上
で
構
成
し
、

島
内
を
中
心
に
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
団
体

�

市
外
の
団
体
と
の
子
ど
も
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
交
流
の
派
遣
、
受
け
入
れ
に
係
る

旅
費
な
ど
の
経
費
を
２
分
の
１
以
内
で

補
助
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
も
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終

了
し
ま
す
。

総
務
課
総
務
係　

☎
63
―
３
１
１
１

第３日曜日は「家庭の日」
　県では、毎月第３日曜日を家庭
の日と定めています。
　子どもたちを健やかに育てるた
め、コミュニケーションと絆を深
める日として、家庭の日には家族
一緒に過ごしましょう！
�社会教育課社会教育・学校地域
連携係　☎５８―７３５６
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食
品
関
連
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

袋
詰
め
さ
れ
た
玄
米
・
精
米
の
表
示
の

見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す

　

袋
詰
め
さ
れ
た
玄
米
・
精
米
に
は
、
調

製
年
月
日
、
精
米
年
月
日
を
表
示
し
て
い

ま
す
が
、
食
品
表
示
基
準
改
正
で
、
表
示

事
項
を
調
製
時
期
、
精
米
時
期
に
変
更
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
措
置
期
間
と
し
て
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
は
、
従
来
の
表
示
も
使

用
で
き
ま
す
。

�

詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
玄
米
及
び
精
米
表
示
の
見
直
し�

（
年
月
旬
表
示
の
導
入
）
に
つ
い
て
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

未
検
査
米
で
も
産
地
・
品
種
・
産
年
が

表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

農
産
物
検
査
を
受
け
て
い
な
い
お
米

（
未
検
査
米
）
は
、「
産
地
・
品
種
・
産
年
」

の
表
示
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
品

表
示
基
準
改
正
で
令
和
３
年
７
月
１
日
か

ら
、
根
拠
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
れ
ば

「
産
地
・
品
種
・
産
年
」
の
表
示
が
で
き

ま
す
。

�

詳
し
く
は
、
消
費
者
庁
の
「
食
品
表
示

基
準
Ｑ
＆
Ａ　

別
添
玄
米
及
び
精
米
に

関
す
る
事
項
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
生
産
振
興
課

　

☎
63
―
３
１
８
５

５
月
22
日
は
国
際
生
物
多
様
性
の
日

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

生
物
多
様
性
と
は
、
生
き
も
の
が
暮
ら

す
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
中
で
、
多
種
多
様

な
生
き
も
の
が
、
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て

生
命
を
育
む
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
、
食
べ
物
や
衣
服
、
飲
み
水
な
ど
、

生
き
も
の
が
も
た
ら
す
恵
み
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
生
物
多
様
性
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
も
生
物
多
様
性
を
守
る

た
め
の
行
動
で
す

・�

地
元
で
と
れ
た
も
の
や
旬
の
も
の
を
食

べ
る
。

・�

エ
コ
ラ
ベ
ル
な
ど
が
付
い
た
環
境
に
や

さ
し
い
商
品
を
購
入
す
る
。

・�

自
然
の
中
へ
出
か
け
て
、
生
き
も
の
に

触
れ
て
み
る
。

農
業
政
策
課
ト
キ
・
里
山
振
興
係

　

☎
63
―
５
１
１
７

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
補
助
し
ま
す

募
集
期
間

　

５
月
17
日
（月）
～
９
月
30
日
（木）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

�

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に

お
住
ま
い
の
市
民
の
方

・�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅

・�

一
戸
建
て
木
造
住
宅
（
店
舗
併
用
の
場

合
は
、
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
）

・�

２
階
建
て
以
下
の
住
宅

補
助
額　

上
限
10
万
円

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

�

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
塀
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
方

・�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
造
ら

れ
、
通
学
路
や
避
難
経
路
な
ど
に
接
し

て
設
け
ら
れ
た
塀

・�

高
さ
が
１
ｍ
以
上
で
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
塀

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
工
事

・�
塀
を
撤
去
す
る
工
事

・�

塀
の
高
さ
を
１
ｍ
未
満
に
す
る
工
事

・�

塀
を
撤
去
し
た
後
に
、
塀
を
築
造
す
る

工
事

補�

助
額　

工
事
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上

限
10
万
円
）

建
設
課
建
築
係　

☎
63
―
５
１
１
８

寄付のお礼　当市にご寄付をいただきお礼申し上げます
物　品
○絵本　７８冊　佐渡の子どもたちに読んでもらいたい（市内の保育園、幼稚園、図書館への寄贈）
　新潟県労働金庫理事長　齊藤　敏明　様
○油彩画１セット　県内外から訪れる人に魅力ある郷土の歴史を知っていただきたい
　今城　俊雄　様（相川下山之神町）
寄付金
○４８，５１６円　世界遺産推進指定寄付金へ寄付したい
　一般財団法人佐渡を世界遺産にする会会長　中野　洸　様
防災管財課管財係　☎６３―３１２５

生物多様性日本委員会ロゴマーク
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

生
涯
学
習
推
進
計
画
（案）
に
つ

い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
と
活
力
に

満
ち
た
生
活
を
営
む
こ
と
で
き
る
よ
う
策

定
し
た
計
画
で
す
。

募
集
期
間

　

５
月
26
日
㈬　

午
後
５
時
ま
で

閲�

覧
場
所　

社
会
教
育
課
（
佐
渡
島
開
発

セ
ン
タ
ー
２
階
）、
市
役
所
総
合
窓
口

（
本
庁
舎
１
階
）、
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館（
室
）、
各

地
区
教
育
事
務
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提�

出
方
法　

社
会
教
育
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
用
紙
は
、
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
へ
の
個

別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

�

社
会
教
育
課
社
会
教
育
・
学
校
地
域
連

携
係　

☎
58
―
７
３
５
６

「
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー

ア
リ
ー
ナ
」
の
愛
称
使
用
が

終
了
し
ま
し
た

　

佐
渡
市
総
合
体
育
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
に
関
す
る
契
約
が
、
令
和
３
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
契
約
期
間
が
満
了
と
な
り
、

「
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」

の
愛
称
の
使
用
は
終
了
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
の
施
設
の
名
称
は
「
佐

渡
市
総
合
体
育
館
」
に
な
り
、「
サ
ン
テ

ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」
の
愛
称
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に

は
、
大
会
の
ご
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ

シ
作
成
の
際
、
体
育
館
名
を
表
記
す
る
場

合
は
「
佐
渡
市
総
合
体
育
館
」
と
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

　

☎
58
―
７
３
５
６

3 陝西省洋県
佐渡で野生最後のトキ５羽が捕獲された約４カ月後に中国の洋県で
トキ７羽が見つかり、保護活動が進められました。

知っトキ！
クイズの答え

わかったかな？Ｐ17の せんせいしょうようけん

お詫びと訂正
　先月お配りしました「令和３年度
佐渡市公民館自主講座一覧」の佐和
田地区公民館の佐和田陶芸教室の
日程に誤りがありました。お詫びし
て訂正します。
　正しくは、次のとおりです。
第４火・水・木曜日　午前９時～
佐和田地区教育事務所
　☎５７―８１３１

教
育
委
員
会
教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た

　

新
発
田
靖
さ
ん
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
４
月
１
日
付
け
で
教

育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
５
月

７
日
ま
で
で
す
。

　

新
発
田
教
育
長
は
、
中
条
町
立
中
条
小
学
校
教
諭
を
は
じ
め
と
し

て
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
で
管
理
主
事

と
し
て
勤
務
の
後
、
両
津
小
学
校
校
長
、
金
井
小
学
校
校
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
総
務
課　

☎
58
―
７
３
５
０

蓄
電
設
備
等
の
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

蓄
電
設
備
設
置
費
補
助
金

　

住
宅
用
蓄
電
池
の
設
置
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�

市
内
の
住
宅
・
事
業
所
に
太
陽
光
発
電
設
備
と
常
時
接
続
す
る
住

宅
用
蓄
電
設
備
を
新
た
に
購
入
・
設
置
す
る
個
人
、
事
業
主
ま
た

は
法
人

補�

助
金
額　

住
宅
用
蓄
電
池
の
購
入
費
お
よ
び
据
付
工
事
費
の
２
分

の
１
以
内
の
額
と
し
、
蓄
電
容
量
１
kWh
当
た
り
に
３
万
円
を
乗
じ

た
額
（
上
限
21
万
円
）

電
気
自
動
車
等
用
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
設
置
費
補
助
金

　

Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
の
機
材
購
入
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

※
Ｖ
２
Ｈ
（Vehicle to H

om
e

：
ビ
ー
ク
ル
・
ト
ゥ
・
ホ
ー
ム
）
は
電
気
自
動
車

に
蓄
え
ら
れ
た
電
力
を
家
庭
用
の
電
力
供
給
源
と
し
て
利
用
す
る
も
の
で
す
。

�
市
内
の
住
宅
・
事
業
所
に
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
を
新
た
に
購
入
・
設

置
し
よ
う
と
す
る
個
人
、
個
人
事
業
主
ま
た
は
法
人

補�

助
金
額　

Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備
の
機
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
の

額
（
上
限
75
万
円
）

�

申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
課
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
係　

☎
63
―
３
８
０
２
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が
ん
ば
って
ま
す
行
谷
小
学
校

今

佐渡を世界遺産に

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　

当
校
で
は
「
日
本
一
の
ト
キ
の
学
校
」
を
合
言

葉
と
し
て
、
全
校
で
ト
キ
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
か
ら
２
年
間
、
４
羽
の
ト
キ
を
飼
育
し

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ト
キ
と
人
が
共

生
す
る
環
境
を
創
る
た
め
に
、
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ト
キ
学
習
は
、
４
月
に
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護

官
を
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
「
ト
キ
の
話
を
聞

く
会
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
５
月
に
、
全
校

で
ト
キ
の
森
公
園
に
行
き
、
ト
キ
集
会
を
行
い
ま

す
。
６
月
は
、
水
辺
の
会
の
方
々
を
始
め
と
し
た

多
く
の
人
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
校
区
内
各
地

域
に
分
か
れ
、
水
辺
の
生
き
も
の
を
調
べ
て
、
ト

キ
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
を
守
る
た
め
の
環

境
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
夏
休
み
に
３
年

生
以
上
が
ト
キ
解
説
員
と
し
て
、
ト
キ
の
森
公
園

を
訪
れ
る
観
光
客
に
ト
キ
解
説
を
行
い
ま
す
。
３

月
に
は
、「
ト
キ
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
ほ
し
い
集
会
」

と
し
て
、
６
年
生
が
全
校
に
ト
キ
解
説
を
行
っ
て

手
本
を
見
せ
た
り
、
ト
キ
学
習
に
対
す
る
思
い
を

全
校
に
伝
え
た
り
す
る
集
会
を
行
い
ま
す
。
他
に

も
ト
キ
学
習
を
通
じ
て
、
県
内
外
の
修
学
旅
行
生

と
交
流
し
た
り
、
朱
鷺
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
参
加

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
ト
キ
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
５
・
６
年
生
が
「
ト

キ
解
説
」
動
画
を
作
成
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

投
稿
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

学
校
教
育
課　

☎
58
―
７
３
５
１

　

相
川
大
工
町
で
一
際
目
に
付
く
建
物
が
、

広
い
間
口
の
屋
敷
を
構
え
る
高
田
家
住
宅

で
す
。
高
田
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
当
地

に
居
住
し
、
鉱
山
経
営
や
養
蚕
業
に
携
わ

り
ま
し
た
。
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
ご

ろ
か
ら
は
、
漢
方
薬
の
製
造
販
売
を
始
め
、

万
能
薬
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
「
髙
田
一
方

精
」
は
、
北
海
道
や
樺
太
方
面
に
ま
で
販

路
を
広
げ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
３
月
19
日
に
開
か
れ
た
国
の

文
化
審
議
会
で
、
こ
の
高
田
家
住
宅
を
国

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る
よ
う
答
申

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
官
報
告
示
を
も
っ

て
、
正
式
に
登
録
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
登
録
と
な
る
建
物
は
、
高
田
家
住

宅
「
主お

も
や屋
」、「
土
蔵
」、「
門
お
よ
び
塀
」

の
３
件
で
す
。
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年

に
建
築
さ
れ
た
主
屋
は
木
造
２
階
建
の
建

物
で
、
洗
練
さ
れ
た
座
敷
な
ど
の
上
質
な

空
間
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

数す

き

や
寄
屋
を
加
味
し
た
２
階
の
ホ
ン
ザ
シ
キ

の
意
匠
性
の
高
さ
と
繊
細
な
造
作
は
、
当

時
の
技
量
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

漆
喰
塗
の
土
蔵
は
昭
和
７（
１
９
３
２
）

年
の
建
築
で
、
高
田
家
の
繁
栄
や
鉱
山
町

相
川
の
歴
史
の
一
面
を
語
る
も
の
で
す
。

門
お
よ
び
塀
は
、
相
川
に
お
い
て
近
代
に

出
現
し
た
建
材
の
普
及
の
歴
史
を
語
る
も

の
と
し
て
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

高
田
家
住
宅
は
、
明
治
初
頭
の
大
規
模

な
町
家
の
形
式
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
近

代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
製
薬
産
業
を
伝

え
る
全
国
的
に
珍
し
い
施
設
を
併
せ
も
つ

住
宅
で
す
。

�

世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６

※
個
人
所
有
の
住
宅
の
た
め
、内
部
の
公
開
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
上か

み
ま
ち町
散
策
⑪
　
高
田
家
住
宅

トキの森公園で訪れた方々に丁寧に解説する行谷小学校児童

YouTube はこちらから

高田家住宅
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こんにちは
市立病院から

　

日
本
は
、
自
然
災
害

の
多
い
国
と
言
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
地

震
、
津
波
、
台
風
、
水

害
が
続
け
て
起
こ
っ
て

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に

倍
量
飲
む
こ
と
で
、
糖
尿
病
の
薬
で
は

低
血
糖
症
状
が
出
や
す
く
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
循
環
器
の
薬
で
血
液
の
流
れ

を
よ
く
す
る
薬
は
、
出
血
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
血
圧
の
薬
で
は
、
低
血
圧
に

な
り
、
危
険
で
す
。
普
段
は
理
解
し
て

い
て
も
、
と
っ
さ
の
時
は
飲
み
忘
れ
た

か
ら
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え

が
働
き
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
薬
袋
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
を
再
確
認
し
て
、
１
回
分
の
お

薬
を
お
飲
み
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
相
川
病
院
の
本
間
臨
床
検
査

技
師
長
で
す
。

い
ま
す
。
佐
渡
は
比
較
的
少
な
い
で
す

が
、
２
年
前
の
夏
、
地
震
が
あ
り
、
ひ

や
り
と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
、
島
外
に
出
た
時
に
被
災
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
薬
に
つ
い
て
も
、
日

頃
か
ら
備
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
避
難
所
で
薬

を
求
め
て
列
に
な
り
、
大
変
な
状
況
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

お
薬
手
帳
や
薬
の
情
報
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
何
も
な
い
人
に
比
べ
、
ス
ム
ー

ズ
に
薬
を
入
手
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

外
出
す
る
時
、
病
院
や
薬
局
か
ら
渡

さ
れ
る
最
新
の
薬
の
説
明
書
と
、
３
か

ら
７
日
分
の
薬
を
携
帯
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
慢
性
疾
患

で
、
お
薬
を
継
続
し
て
飲
ん
で
い
る
人

は
、
手
持
ち
の
お
薬
が
無
く
な
る
直
前

で
な
く
、
普
段
か
ら
余
裕
を
持
っ
て
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
用
法
用
量
に
も
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
飲
み
忘
れ
た
か
ら
と

言
っ
て
、
２
回
分
を
１
度
に
飲
む
こ
と

お
薬
の
災
害
の
備
え
を

相
川
病
院　

薬
剤
部
　
中
堀
　
克
美

～地域の魅力をサポ
ートします～

われら地域おこし協力隊 退任のごあいさつ

「温故知新。ご縁を温めていきたいです」

「多くの方々に感謝して」

　佐渡に来て、佐渡の自然、文化、人の優しさ、歴史の深さ
に触れさせていただきました。豊岡集落の人は人情に厚く、
大変温かく接していただけました。また、佐渡全域におい
ても、ありがたいご縁を沢山いただきました。心より感謝
をしております。今後も集落と佐渡の未来へ向けた活動が
できましたら幸いです。大変お世話になりました。心より
お礼申し上げます。

　振り返るとあっという間でした。岩首の皆さんをはじめ、多く
の方々からたくさん元気をいただきました。貴重な昔話や伝統
の技術、暮らしの知恵も惜しみなく教えていただきました。
私も皆さんのように元気に働き、日々の暮らしを慈しみながら
過ごし、豊かに歳を重ねることが目標です。今後も佐渡の生活を
満喫したいと思います。どこかでお会いしたときには声を掛け
ていただければうれしいです。どうもありがとうございました。

地域振興課地域振興係　☎６３―４１５２

豊岡集落担当　千田　一城

岩首集落担当　服部　綾子
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防災のヒント
　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
応
力
を
高
め
、
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
自
助
：
共
助
：
公
助
の
割
合
は
、
７
：
２
：

１
と
言
わ
れ
て
お
り
、災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
自
身
、
そ
し
て
ご
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
、
家
具
や
家

電
の
転
倒
防
止
策
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
整
理
と
備
蓄
品
の
準
備
、
地
域

防
災
マ
ッ
プ
で
の
危
険
個
所
の
確
認
な
ど
、
で
き
る
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

自
然
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
災
害
の
被
害
を
少

な
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
理
解
し
た
上
で
、
実
践
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

�

防
災
管
財
課
防
災
安
全
係　

☎
63
―
３
１
２
５

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
で
命
を
守
る
！

自助
自分の手で自分・家族・財産を守る備えと
行動を「自助」と言います。

共助
自主防災会や集落など近隣の皆さんで協力して
地域を守る備えと行動を「共助」と言います。

公助
市、消防、警察、自衛隊といった行政機関や
ライフライン各社をはじめとした公共企業
などの応急対策活動を「公助」と言います。

　　

催眠商法（ＳＦ商法）に
　　注意しましょう！

お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時～午後４時　☎５７―８１４３

　

無
料
で
日
用
品
な
ど
を
配
っ
て
会
場
に
人
を
集
め
、
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
な
が
ら
次
々
と
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
「
催
眠

商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
①
】

　「
会
場
に
行
く
と
無
料
で
商
品
が
も
ら
え
る
」
と
知
人
に
誘

わ
れ
出
か
け
た
。
宣
伝
を
聞
い
た
後
、
小
部
屋
に
案
内
さ
れ
、

高
額
な
商
品
を
勧
め
ら
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
た
。

【
事
例
②
】

　
帰
省
し
て
、
大
量
の
健
康
食
品
と
請
求
書
を
見
つ
け
た
。
高

齢
の
母
に
尋
ね
る
と
、
折
り
込
み
広
告
を
見
て
会
場
に
行
き
、

購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
販
売
員
か
ら
愛
想
よ
く
特
別
扱
い

し
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
く
て
購
入
を
続
け
て
い
た
よ
う
だ
。

無
料
の
商
品
に
つ
ら
れ
て

安
易
に
会
場
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
長
期

的
に
会
場
に
通
う
と
販
売
員

と
の
関
係
に
よ
っ
て
断
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
老
後
の

資
金
を
取
り
崩
し
て
ま
で
支

払
う
例
も
あ
り
ま
す
が
、
本

当
に
必
要
か
よ
く
考
え
ま

し
ょ
う
。

家
族
や
周
囲
の
人
は
、
責
め

た
り
怒
っ
た
り
せ
ず
、
本
人

に
寄
り
添
っ
た
話
し
合
い
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

アドバイス

ADVICE

お近くの消費生活相談窓口に
つながります

消費者ホットライン

☎１
い や や

８８（嫌
いや

や！泣き寝入り）

生活情報
さど

阪神・淡路大震災における
生き埋めや閉じ込められた際の救助主体等

出典：（標本調査：（社）日本火災学会（1996）「1995 年兵庫県　　
　　　　南部地震における火災に関する調査報告書」より作成）
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地 区 名 住 所 名 氏 名 保護者 たんじょう

両津 両津福浦一丁目 森 川　 翠（すい） 将也 １．１２
〃 椿 辻　 風 海（ふうか）幸多 １．２４
〃 加茂歌代 近 藤　 凪（なぎ） 孝哉 ２．２
相川 相川石扣町 本 間 凱 翔（かいと）宏 １．１８
佐和田 河原田本町 八 木 由希穂（ゆきほ）雄一郎 １２．１８
〃 市野沢 廣 瀨 天 音（あまね）朱希安 １．８
〃 長木 内 藤 瑚 葉（ことは）真義 １．２７
〃 河原田本町 古 内 華 乃（かの） 亮太 １．２８

地 区 名 住 所 名 氏 名 年 齢 ご 命 日

両津 黒姫 伊 藤 千 秋 ８３ １．１５
〃 吾潟 渡 邊　 忞 ８７ １．１５
〃 城腰 加 賀 シ ズ ９２ １．１６
〃 梅津 中 村 仁一郎 ７４ １．１６
〃 両津福浦一丁目 澁 谷 一 三 ８７ １．１８
〃 梅津 髙 橋 ハ ナ ８８ １．１９
〃 加茂歌代 中 村 キ ヨ ９５ １．１９
〃 浦川 渡 邉 久 子 ９１ １．２２
〃 歌見 山 崎 敬 一 ９５ １．２３
〃 両津湊 塚 本 金 吾 ６６ １．２４
〃 両津湊 髙 野 タ カ ９５ １．２５
〃 鷲崎 鹿野 キ ク ９０ １．２５
〃 長江 浅 原 芳 子 ７６ １．２６
〃 下久知 菊 池 カ ズ ９４ １．２８
〃 春日 相 馬　 勝 ９０ １．２８
〃 住吉 石 川 淑 枝 ８３ １．３１
〃 羽吉 河 岸 ハ ル １０３ ２．２
〃 加茂歌代 岩 﨑 久 江 ８３ ２．３
〃 加茂歌代 大 倉 一 男 １００ ２．７
〃 鷲崎 岩 脇 ヨシヱ ８８ ２．９
〃 赤玉 濵 尾 キクエ ８５ ２．１２
相川 達者 川 波 文 夫 ８７ １．２１
〃 相川下戸炭屋町 青 木 京 子 ８５ １．２３
〃 二見 中 道 タヅ子 ９１ １．２８
〃 姫津 石 見 普 一 ７８ １．２９
〃 相川広間町 岡 﨑 秀 憲 ７０ ２．３
〃 相川鹿伏 磯 西 美千代 ９７ ２．５
〃 戸地 本 間 敏 弘 ９０ ２．５
〃 相川下戸村 河 野 量 市 ６４ ２．６
佐和田 沢根五十里 谷 川 マサ子 ６９ １．１６
〃 八幡 本 間 正 康 ７６ １．１６
〃 鍛冶町 名 畑 順二郎 ９８ １．３０
〃 沢根五十里 本 間 省 吾 ７９ ２．１
〃 中原 加 藤 久 男 ８６ ２．４
〃 河原田諏訪町 菊 地 武 久 ７５ ２．５
〃 八幡 本 間 智惠子 ８５ ２．７
〃 河原田本町 曽 川　 渉 ８３ ２．９
〃 河原田諏訪町 中 村 武 和 ７９ ２．１１
金井 千種 山 川 純 一 ８６ １．１６
〃 中興 坂 田 サ ヨ ８３ １．１７
〃 吉井本郷 松 本 吉 弘 ７９ １．１７

佐和田 河原田本町 古 内 詩 乃 （しの） 亮太 １．２８
金井 金井新保 兒 玉 怜 穏 （れおん）光弘 １．１３
〃 千種 備 家 大 和 （やまと）悠一郎 ２．４
新穂 上新穂 関 川　 京 （きょう）俊彦 １．１２
畑野 畑野 長 家　 新 （あらた）秀之 １．８
〃 宮川 駒 形 朱 咲 （あやさ）達也 １．１０
真野 四日町 逸 見 和 輝 （かずき）光 １．１８
〃 金丸 山 田 愛 花 （まなか）大地 １．１８
羽茂 羽茂上山田 大 倉　 律 （りつ） 充博 １．１３

う　ぶ　ご　え

お　く　や　み
金井 大和 三 山 松 治 ８４ １．１７
〃 泉 服 部　 正 ７９ １．２１
〃 千種 山 田 アイ子 ９１ １．２４
〃 中興 和 田　 朗 ６４ １．２６
〃 金井新保 中 川 絹 代 ７９ １．２７
〃 平清水 本 間　 晴 ９５ １．２７
〃 千種 近 藤 千惠子 ９０ １．３１
〃 中興 末 武　 博 ８０ ２．２
〃 泉 山 本 悦 子 ９２ ２．５
〃 泉 市 橋 ヨシノ ９５ ２．６
新穂 新穂瓜生屋 中 川 澄 子 ６０ １．１９
〃 新穂瓜生屋 河 辺 ツル子 ８７ １．２０
〃 新穂武井 田 邊 ハツミ ９１ １．２４
〃 新穂井内 猪 坂 由太郎 ９４ １．２９
〃 新穂長畝 土 屋　 豊 ８９ ２．１１
畑野 畑野 清 水 梅 野 ９０ １．１９
〃 小倉 余 湖 歖久雄 ９９ １．２４
〃 大久保 大 岡 玉 枝 ８０ ２．２
〃 松ヶ崎 菊 池 信 三 ９６ ２．２
〃 畑野 今 井 久 子 ７５ ２．１１
〃 宮川 笹 木 ヒ ロ ９４ ２．１１
〃 畑野 田 中 愛 子 ８８ ２．１１
真野 吉岡 髙 野 正 也 ８４ １．１８
〃 豊田 本 間 ツ ユ ９８ １．１９
〃 真野新町 遠 藤　 勇 ８７ １．２０
〃 椿尾 安 藤 雅 英 ９４ １．２８
〃 豊田 本 間 源太郎 ８８ ２．１
〃 竹田 小 田 憲二郎 ８９ ２．２
〃 豊田 山 路 芳 雄 ９０ ２．２
〃 吉岡 川 原 嘉都雄 ９４ ２．４
〃 真野大川 小 田 ミチエ ８７ ２．１０
羽茂 羽茂飯岡 髙 橋 圣 子 ８１ １．１４
〃 羽茂大橋 川 原 正 郁 ８６ １．２０
〃 羽茂本郷 氏 江 セツ子 ９１ ２．５
〃 羽茂本郷 渡 邉 ツ ヤ １０５ ２．５
〃 羽茂滝平 金 子 スエノ ８０ ２．７
赤泊 徳和 前 田 信 男 ８４ １．２２
〃 徳和 羽 豆 生次郎 ８３ １．２４
〃 柳沢 金 子 一 昌 ８７ １．２６
〃 三川 金 子 慶 三 ７９ １．２６
〃 赤泊 田 中 歖 一 ９６ １．２８
〃 徳和 鶴 間 牧 雄 ７３ １．２９

○人口と世帯数　3月31日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 25,377人（‒170人）女 27,090人（‒177人）合計 52,467人（‒347人）世帯数 23,415世帯（‒62 世帯）　（単位：人・世帯）
地区名 男 女 合　計 世帯数
両 津 5,669(-55) 6,159(-50) 11,828(-105) 5,344(-32)
相 川 2,876(-27) 2,998(-29) 5,874(-56) 2,841(-24)
佐和田 4,081(-35) 4,297(-47) 8,378(-82) 3,989(-20)
金 井 3,015(-29) 3,212(-15) 6,227(-44) 2,769(   1)
新 穂 1,721(   0) 1,815(  -6) 3,536(  -6) 1,625(   2)

地区名 男 女 合　計 世帯数
畑 野 1,962(   4) 2,168(  -3) 4,130(   1) 1,818( 11)
真 野 2,150(-13) 2,357(-15) 4,507(-28) 1,851(  -1)
小 木 1,294(   0) 1,323(  -9) 2,617(  -9) 1,100(   2)
羽 茂 1,499(  -6) 1,645(  -3) 3,144(  -9) 1,211(   0)
赤 泊 1,110(  -9) 1,116(   0) 2,226(  -9) 867(  -1)

戸籍の窓 1.15～ 2.12届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

問 市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２
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中央図書館　☎ 63-2800
図書館だより図書館だより
BOOK

　羽茂図書室は、約14,500冊の本が所蔵
されている図書室です。
　図書室内には小さな絵本の表紙写真が
飾ってあり、小さい子どもでも、その掲
示を見て読みたい絵本の予約をすること
ができます。また、月ごとに替わる、羽
茂図書室オリジナルのわくわくシールを
配布しています。
　明るく、小さなお子さまから楽しむこ
とができる図書室です。ぜひお立ち寄り
ください。

図書館を紹介します！
～羽茂図書室編～

東京2020オリンピック聖火リレー開催に伴い、６月４日（金）に相川図書室を
臨時休館します。本の返却は、ほかの図書館（室）へお願いします。

相川図書室
臨時休館のお知らせ

　佐渡の海岸沿いには「鼻」と付く地名がたくさんあります。この「鼻」とは「岬」や「崎」とほぼ同じ
意味であり、海や湖に突き出た地形に用いられる名称です。岬が大きな地形に対して、小さい地形には
「崎」や「鼻」が用いられるようです。
　「鼻」と呼ばれる地形になるには、いくつかの要因があります。例えば「鼻」の部分が周囲よりも硬い岩
石でできているため、その場所だけが侵食されずに残ることがあります。二見半島にある「台ヶ鼻」はデイ
サイトという溶岩が噴出した場所で、この岩石が周囲よりも硬かったため鼻のような地形となりました。
　また、海流などの影響を受けて砂や小石が集まってできる「鼻」もあります。「松ヶ崎ヒストリーパー

「鼻」が付く場所は
ジオパークの見どころ？
「鼻」が付く場所は

ジオパークの見どころ？

a．溶岩が貫入したことで鼻の地形を見せる「台ヶ鼻」。

b．「鴻ノ瀬鼻」の上に作られている松ヶ崎ヒストリーパーク。

c．佐渡ジオパークセンターに展示してある「ジオアート」。

　鼻も含めた海岸の地名が多く載っており、B1版の販売も実施して

　います。

社会教育課ジオパーク推進室　☎ ２７―２１６２問

ク」がある「鴻ノ瀬鼻」は、海流などの影響で周囲から小石
が集まり、三角形の形をした「鼻」になりました。このよう
な地形は「砂嘴」とも呼ばれます。「鼻」と付いている場所
は岩石や海流の特徴が表れている場所であることが多く、ジ
オパークの視点が活かされるポイントです。

cc

bbaa

絵本の表紙が飾ってある羽茂図書室の一角絵本の表紙が飾ってある羽茂図書室の一角

ジオパーク、
推進日記 121

さきみさき

さ　し

こ う の せ は な
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

 総務課広報戦略室
情報政策係　☎ ６３ー５１３９

SNSで情報発信中

Twitter Facebook

ホームページアドレス  https://www.city.sado.niigata.jp
TEL 0259（63）3111 ㈹・FAX 0259（63）3300佐渡市千種232番地

アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールしてください。
迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？

☎ 63－3111

※後期試験では、上記のほかに職種を追加する場合がありますので、市ホームページなどで改めてお知らせします。
※新型コロナウイルスの状況により、試験日・会場などが変更になる場合があります。
※受験申し込みは、年度を通じて１つの試験職種に限ります。（フルタイム会計年度任用職員試験を除く。）

第１次試験日および採用予定人員
職　　　種

一般事務（大学卒業程度）
精神保健福祉士
保健師
保育士、保育教諭
看護師または准看護師
臨床検査技師
一般事務（高校卒業程度）
一般事務（社会人経験者）
総合土木（高校卒業程度）
調理員
消防士または救急救命士
フルタイム（一般事務）
フルタイム（介護員）

【フルタイム会計年度任用職員試験】
�� 月 �� 日（日）【後期試験】 � 月 �� 日（日）【前期試験】 � 月 �� 日（日）

若干名
若干名

5 人程度
若干名

5 人程度
若干名

ー

ー

ー

ー

追加募集を行う
場合があります。

若干名
若干名
若干名
若干名
若干名

5 人程度
若干名

職種、第１次試験日、採用予定人員

令和４年度
採 用

令和４年度
採 用 佐渡市職員採用試験を行います佐渡市職員採用試験を行います

1

【佐渡会場】市役所本庁舎（千種 232 番地）
【東京会場】大正大学巣鴨校舎
（東京都豊島区西巣鴨 3 丁目 20 番 1 号）※前期のみ

試験会場2

その他4

お問い合わせ・申込書提出先5

3
【 前 期 試 験 】   5 月 10 日（月）～   6 月 10 日（木）郵送の場合も   6 月 10 日必着
【 後 期 試 験 】   7 月   9 日（金）～   8 月 18 日（水）郵送の場合も   8 月 18 日必着
【フルタイム】 10 月   8 日（金）～ 11 月 10 日（水）郵送の場合も 11 月 10 日必着

午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分まで（土・日曜日、祝日を除く）

受付期間および受付時間

詳しくは、市ホームページまたは市役所総務課（本庁舎２階）、各支所・行政サービスセンターに備え付けの募集要項をご覧ください。

お問い合わせ

※LINEの個人情
報管理に関する報
道を受け、佐渡市
LINE公式アカウ
ントからの情報発
信を一時停止して
います。

佐渡市千種 ��� 番地　総務課人事係〒���－����▶

令和 3 年度新採用職員の皆さん令和 3 年度新採用職員の皆さん


